
雰
著
重
富
院
の
開
創
伝
［
承
　
　
　
　
・
竹
田
鷺
洲

　
一
翼
土
家
の
場
含
一

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
隅
田
藩
の
兵
網
改
革
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
澄
夫

樽
鯉
船
輸
送
の
海
損
分
担
　
　
　

淳
川
正
幸

文
政
段
階
に
お
け
る
種
物
及
び
油
に
関
す
る
い
わ
ゆ

る
「
国
風
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
津
田
秀
夫

　
－
近
世
後
期
の
絞
油
業
の
展
鮒
と
幕
階
の
輪
業
統

　
　
綱
（
そ
の
工
）
i

五
部
大
渠
経
と
小
友
四
大
部
　
　
　
　
禿
氏
祷
祥

沸
銅
五
年
上
嚢
覆
本
紀
の
存
在
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
田
吉
之
助

大
化
前
代
に
お
け
る
姜
濃
に
つ
い
て
　
厘
木
孝
次
郎

大
竃
廻
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
島
福
太
郎

四
天
王
専
楽
人
の
社
会
酌
地
位
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

・
湘
泉
国
近
木
荘
　
　
　
　
　
　
　
　
禰
鷺
獄
市
郎

　
“
一
惣
酌
結
禽
へ
の
方
向
を
中
心
と
し
て
一

瀬
戸
内
海
の
三
三
、
備
醜
の
牛
窓
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
駿

兵
庫
の
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
良
一

防
長
の
お
ち
い
達

　
－
藩
騰
落
三
等
勇
の
境
涯
－

田
諸
の
性
格
に
つ
い
て

初
期
太
閥
検
地
の
一
性
絡

松
岡
利
央

宮松
川潤
　久
溝人

　
1
天
正
～
一
年
河
内
輪
軸
潮
水
鰻
に
つ
い
て
1

初
期
真
宗
に
お
け
る
門
徒
名
帳
の
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
綺
円
遵

廻
漕
会
椎
の
興
廃
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
又
次

並
河
誠
駈
の
学
問
と
実
践
　
　
　
　
　
武
藤
　
　
誠

　
－
1
史
蹟
踏
査
と
建
碑
の
事
蹟
に
つ
い
て
－

芦
麗
市
会
下
山
・
城
由
遺
跡
調
査
概
要

　
一
褒
六
甲
出
演
高
地
性
弥
生
式
遺
跡
の
一
例
と
し

　
　
て
一
－

古
代
の
入
名
に
つ
い
て
の
覚
書

尼
崎
藩
の
銀
札

藩
政
改
革
の
一
考
察

　
一
鳥
取
藩
の
請
免
綱
を
め
ぐ
る
1

大
化
前
代
の
播
磨

塊
村
上
簗
夫
と
殿
村
画
業

偶
経
口
に
関
す
る
二
∴
二
の
間
題

柑
川
行
弘

村
山
修
一

八
木
欝
積

出
中
寿
夫

横
田
健
一

告
井
良
尚

吉
田
　
融

近
世
に
お
け
る
白
山
麓
の
掛
作
り
関
係
史
料

　
－
白
峰
村
の
む
つ
し
女
轡
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
喜
三
郎

中
世
禅
僧
の
宋
学
観
　
　
　
　
　
　
　
和
島
芳
男

近
批
中
期
に
お
け
る
地
方
苦
輪
の
生
活

　
一
安
芸
騨
竹
管
下
術
を
中
心
と
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
剣
文

　
な
お
右
論
文
集
と
と
も
に
、
女
塾
判
の
『
京
阪
神

史
話
匝
が
覇
行
さ
れ
て
い
る
。
　
「
京
阪
神
の
あ
け
醸

の
」
に
は
じ
ま
り
、
　
「
中
世
の
点
画
神
」
　
「
京
阪
神

の
椎
寺
」
　
「
大
阪
落
入
」
　
「
上
方
風
物
誌
」
の
餐
章

に
分
っ
て
、
多
数
の
筆
管
に
よ
り
平
易
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
先
生
の
業
績
の
一
つ
は
古
社
寿
の
研
究
、

歴
史
地
理
学
の
、
い
わ
ゆ
る
「
歩
く
歴
史
扁
に
あ
っ

た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
覇
行
は
、
ま
こ
と
に
先
生

古
稀
詑
念
と
追
悼
に
ふ
さ
わ
揃
い
、
そ
し
て
こ
の
種

記
念
事
業
に
あ
っ
て
は
誠
に
ユ
ニ
…
ク
な
企
繭
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
併
せ
て
紹
介
を
し
て
お
く
。

（「

寳
汾
謳
ｶ
宵
稀
記
念
圏
史
学
論
叢
」
B
5
判
八
二

八
頁
頒
価
二
、
五
〇
〇
円
・
「
京
阪
神
史
誕
一
薪
慰

判
・
吹
田
市
千
里
由
関
西
大
学
日
本
史
研
究
蜜
内
旋

帥
先
生
古
稀
詑
念
会
刊
）
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

　
宇
野
幸
勇
著

　
　
刈
谷
藩
に
関
す
る
研
究

　
刈
谷
藩
に
関
す
る
研
究
と
蓑
題
し
て
い
る
が
、
刈

谷
藩
そ
れ
窟
体
の
蘇
究
で
は
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く

天
際
し
た
著
麿
の
窮
局
の
研
究
冒
標
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
遣
稿
の
編
奮
は
名
器
量
大
学
の
重
松
明
久

玩
。
研
究
篇
八
四
頁
・
吏
料
篇
瓢
一
一
二
頁
・
物
価
篇

七
〇
頁
の
一
工
部
か
ら
な
、
っ
て
い
る
。

158 （930＞



介

　
研
究
篇
は
、
　
「
元
文
王
年
の
刈
谷
領
徒
党
強
訴
扁

　
「
幕
末
刈
谷
領
情
勢
」
「
嘉
永
六
年
（
一
八
五
四
）
の

璽
原
代
官
所
」
　
「
譜
代
の
研
究
」
の
雨
晒
交
を
お
さ

め
、
史
料
篇
は
、
大
別
し
て
刈
谷
町
方
関
係
文
書
・

一
兀
文
三
年
刈
谷
藩
鰯
限
徒
党
帆
強
訴
一
件
。
安
政
六
年
謝
刈

谷
藩
財
政
関
係
史
料
お
よ
び
そ
の
他
雑
文
書
に
分
つ

こ
と
が
で
ぎ
る
。
物
備
篇
は
、
下
等
六
年
か
ら
明
治

二
年
ま
で
の
刈
谷
町
の
物
価
の
変
動
を
、
白
米
・
黒

米
・
篇
米
・
黒
篇
米
・
春
麦
・
大
豆
・
小
豆
・
燈
油
・

有
明
油
・
胡
麻
油
」
魚
油
・
酒
・
銭
の
一
三
種
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
地
方
物
価
の
動
き
を

系
統
駒
に
知
り
う
る
数
少
い
資
料
の
一
で
あ
る
。
近

、
世
経
済
史
の
底
辺
を
な
す
塞
礎
的
作
業
で
あ
り
、
筆

潔
悩
人
と
し
て
は
こ
の
部
分
に
最
も
興
味
を
ひ
か
れ

た
。　

（
A
5
判
二
八
五
頁
、
昭
和
三
四
年
五
月
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

石
阪
孝
二
郎
編

　
兵
庫
津
北
風
家
惣
支
配
役

　
喜
多
丈
七
郎
ほ
誌

　
喜
多
文
七
郎
は
兵
庫
北
風
家
の
明
治
初
年
に
お
け

る
金
方
役
、
の
ち
昇
進
し
て
惣
支
配
役
を
勤
め
た
人

で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
北
風
家
は
説
明
す
る
ま
で
も

な
い
著
名
の
聚
商
、
問
屋
で
あ
っ
た
が
、
維
新
の
変

動
に
鮒
処
す
る
を
え
ず
、
明
治
一
八
年
に
没
落
し

た
。
こ
の
日
誌
は
明
治
三
年
一
〇
月
朔
日
よ
り
九
年

四
月
二
四
臼
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
一
カ
月
後
に

指
導
喜
多
氏
は
急
死
し
た
。
原
因
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
五
月
一
日
に
金
融
蹉
鉄
し
て
北
風
象
が
休
業
の

止
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
或
は
そ
れ
と
隣
係

あ
る
か
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
簡
単
な

メ
モ
形
式
で
、
加
え
て
公
私
混
濡
し
て
記
入
さ
れ
て

い
る
た
め
、
こ
の
暁
期
の
北
風
家
に
か
ん
し
何
ら
か

の
ま
と
ま
っ
た
資
料
を
え
よ
う
と
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
が
、
通
商
司
・
為
替
叉
鋤
・
加
賀
藩
丘
ハ
庫
製

鉄
所
等
々
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
寵
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
は
一
読
の
価
値
も

あ
ろ
う
か
。
ビ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
パ
ン
ヒ
ー
ル
・
ニ
ウ

ル
ス
ペ
エ
ハ
（
新
聞
）
だ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
到
来
、
そ

れ
に
兵
庫
で
始
め
て
（
7
胴
）
の
牛
肉
の
す
き
や
き
会

と
い
つ
だ
文
明
開
化
期
の
社
会
風
俗
を
知
る
資
料
も

多
い
。

（
昭
知
朋
鴛
一
四
年
詣
ハ
臼
〃
刊
、
　
△
n
5
判
一
黒
鷲
一
二
頁
、
　
頒
嫡

隣
○
○
円
、
神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
四
ノ
ニ
隣
石
阪

孝
二
部
）
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
一
〇
月
傍
証

～
○
月
撰
銭
（
土
）
午
後
瞬
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
文
学
部
第
一
数
室

　
ア
メ
リ
カ
静
物
命
と
農
民
運
動
　
　
ム
コ
津
　
　
晃
氏

　
社
会
運
動
と
し
て
み
た
米
騒
動
　
渡
静
　

〃
鰍
氏

　
　
国
　
史
　
関

読
史
会
例
会

七
月
一
一
日
（
土
）

　
明
治
三
十
年
代
の
労
働
遅
動

　
文
化
史
と
唯
物
史
観

九
月
一
二
日
（
土
）
午
後
一
時

　
興
瀬
専
荘
園
に
関
す
る
一
覇
、
5
察

　
秩
禄
処
分
と
七
分
利
付
外
圏
公
債

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
　
時

係（
い
ず
れ
も
於
陳
列
館
演
習
室
）

午
後
一
時

三山
卸本
彰pxx

英郎

三熱
井　田

六

螂　公

明
治
後
期
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
鈴
木
　
　
良

畿
内
古
社
寺
の
古
文
書
・
古
書
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池
春
峰

　
　
東
洋
史
関
係

陥
舗
大
学
院
会
例
会

ユ59 （931）


